
の
教
育
の
下
洲
侶
引
剛
引
―
―
―
―
―

現
在
、
大
学
　
短
大
の
進
学
率
が
五
六

・
七
％

（二
〇

一
一

年
）
で
、
同
年
代
の
六
割
近
く
が
通
う
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。

大
学
が
エ
リ
ー
ト
段
階

（～

一
五
％
）
か
ら
マ
ス
段
階

（～
五

〇
％
）
を
経
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階

（五
〇
％
以
上
）
に
入

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
代
の
大
学
生
の
生
活
と
価
値
観
の
特
質
は
何
で
あ
ろ
う

か
。
昔
と
変
わ
ら
な
い
の
か
、
変
化
し
て
い
る
の
か

（品
位
が

落
ち
て
い
る
の
か
）
、
大
学
生
に
対
す
る
デ
ー
タ
や
筆
者
の
体

験
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

武
　
内

　

　

清

（敬
愛
大
学
特
任
教
授
）

一　

三
〇
年
前
と
今
の
学
生
の
違

い

筆
者
が
大
学

（都
内
の
中
堅
の
私
立
大
学
）
の
教
員
に
な
っ

た
の
は

一
九
七
〇
年
代
の
末
で
あ
る
。
そ
の
頃
は
、
大
学
は
レ

ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
だ
と
言
わ
れ
た
。
学
生
た
ち
は
、
大
学
の
授
業

に
は
あ
ま
り
出
席
せ
ず

（三
割
の
出
席
が
あ
れ
ば
い
い
方
だ
っ

た
）
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
コ
ン
パ
、
交
友
、
合
コ
ン
に
、
大
学

生
生
活
が
明
け
暮
れ
て
い
た
ｏ

た
だ
そ
の
頃
は
、
大
学
　
短
大
進
学
率
は
三
割
台

（
一
九
八

ｏ
年
三
七
　
四
％
）。
大
学
に
入
学
後
は
過
酷
な
受
験
勉
強
の
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は
、
大
学
の
授
業
に
は
出
な
く
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
も
の
を
書

く
素
養
を
備
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
大
学
生
活
か
ら
得

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
一　
真
面
日
化
す
る
大
学
生

最
近
の
学
生
が
、
真
面
日
化
、
大
人
に
従
順
化
し
て
い
る
こ

と
は
、
様
々
な
デ
ー
タ
に
表
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
全
国
大

学
生
協
の
大
学
生
調
査
の
デ
ー
タ
で
、
大
学
生
の
生
活
の
重
点

な
っ
て
い
る

（図
３
）。
そ
れ
だ
け
、
学
生
は
教
員
に
従
順
に
、

ま
た
真
面
日
に
な
っ
て
い
る
。

今
の
学
生
は
授
業
だ
け
で
な
く
、
教
員
、
職
員
、
そ
し
て
大

学
全
体
へ
の
満
足
度
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

，
一　
学
生

の
読
書
量
の
減
少
、
自
主
性
の
減
少

現
代
の
学
生
た
ち
が
、
大
学
の
授
業
に
熱
心
に
出
席
し
、
授

業
や
教
員
や
大
学
に
満
足
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
に
し
て

も
、
自
主
的
な
学
習
や
読
書
の
時
間
が
増
え
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
学
生
た
ち
は
、

大
学
の
教
科
書
は
購
入

し
て
も
、
自
主
的
な
読

書
の
為
の
、
書
籍
費
は

年
々
減
少
し
て
い
る
。

大
学
生
の

一
日
当
た

り

の
平
均

読
書
時

間

は
、　
一
九
七

一
年
に
は

一
〇
人
分
だ

っ
た
も
の

が
、
年

々
激
減
し
て
、

二
〇
〇
四
年
ま
で
に
は

図 2 大学生の生活の重点

授
業
に
出
な
け
れ
ば
！
こ
の
講
義
は
出
欠
を
取
る
か
ら
…
…
単

位
を
落
と
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
。
教
室
に
着
い
た
ら
ま

た
眠
れ
ば
い
い
ｏ
教
室
は
温
か
い
し
、
先
生
の
声
も
ま
わ
り
の

暗
騒
も
通
奏
低
音
と
し
て
環
境
音
楽
れ
る
」
（後
略
）。

そ
れ
を
今
の
学
生
に
見
せ
、
そ
の
感
想
を
開
く
と
、
逆
に
今

の
学
生
の
生
活
と
心
情
が
透
け
て
見
え
て
く
る
。

「す
ご
く
だ
ら
し
な
い
生
活
、
全
く
自
分
の
為
に
な
ら
な
い
」

「生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い
る
」
「
は
た
し
て
こ
ん
な
生
活
し
て

い
い
の
か
」
「大
学
に
行
っ
て
い
る
意
味
が
わ
か
ら
な
い
」
「
両

親
に
申
し
訳
な
い
」
「し
つ
か
リ
バ
イ
ト
し
て
お
金
を
稼
げ
」

こ
の
よ
う
に
、
遊
ん
で
ば
か
り
い
て
、
授
業
に
も
ろ
く
す
つ

ぽ
出
な
い

（出
て
も
寝
て
い
る
）
当
時
の
学
生
の
姿
を
見
て
、

今
の
学
生
た
ち
は
、
呆
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
生
活
と
は
違

う
と
言
い
切
る
。
ま
た
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
な
い
の
を
不
思

議
に
思
う
。
そ
れ
だ
け
、
今
の
学
生
は
、
真
面
目
で
あ
り
、
授

業
に
き
ち
ん
と
出
席
し
て
、
将
来
の
就
職
に
備
え
て
い
る
。
ま

た
ア
ル
バ
イ
ト
も
生
活
の

一
部
に
な
つ
て
い
る
。

こ
の
イ
ラ
ス
ト
と
文
章
に
は
、
当
時
の
学
生
の
素
養
が
表
れ

て
い
る
。
ま
た
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
に
も
溢
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
今
の
学
生
は
そ
こ
に
思
い
は
至
ら
な
い
。
当
時
の
学
生

二
九
分
と
三
〇
分
を
切
り
、
二

〇
〇

一
一
年
に
は
二
五
分
に
な

っ
て
い
る

（図
４
）
。

か

つ
て
の
学
生
は
、
大
学
教

師
以
外
の
、
思
想
家

（作
家
、

詩
人
、
評
論
家
、
芸
術
家
）
か

ら
多

く
を

学

ん

で

い
た
。
ま

た
、
交
友
関
係
、
サ
ー
ク
ル
活

動
、
遊
び
、
テ
レ
ビ
、
旅
行
、

学
生
運
動
を
通
し
て
、
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
た
。　
一
方
、

今

の
学
生

に
と

つ
て
、
勉
強

＝
大
学

の
授
業
と
な
り
、
勉
強

（学
習
）
は
、
大
学

の
教
師
か
ら
教
え
ら
れ
る
も
の
の
み
に
な

っ
て
い
る
。
経
済
的
に
苦
し
く
、
日
常
的
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
す

る
こ
と
は
必
須
に
な
り
、
合
宿
や
旅
行
も
減

っ
て
い
る
。

現
在

の
文
部
科
学
省
の
す
す
め
る
大
学
改
革
は
、
教
育
課
程

の
体
系
化

↑
‘
フ
バ
ス
等
）
、
教
育
方
法
の
改
善

（
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
等
）
、
学
習
支
援
環
境
の
充
実
、
教
員

の
教
育
力

の
同
上

（Ｆ
Ｄ
等
）
な
ど
、
入
学
し
て
く
る
学
生

へ
手
厚

い
配

慮
、
支
援
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

渡
部
真
は
、
そ
れ
を

「
伝
統
的
大
学
」
か
ら

一
中
学
　
高
校
」

へ
移
行
す
る

「学
校
化
」
と
し
て
捉
え
、
一自
由
な
時
間
と
空

間
」
が
少
な
く
な
り
、
「価
値
の
多
様
化
」
「学
生
の
自
発
性
」

「強
い
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
性
」
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
し
て
い
る

（武
内
清
編
『キ
ャ
ン
バ
ス
ラ
イ
フ
と
大
学
の
教
育
力
〓

一〇
〇

九
年
、
科
研
報
告
書
）
。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
大
学
は
、
「学
校
化
」
し
て
お
り
、
学

化
は

「生
徒
化
」
し
、
「素
直
」
な
傾
向
が
あ
り
、
大
学
や
教
師

の
教
育
や
指
導
次
第
で
、
ど
の
よ
う
に
も
変
わ
り
う
る
可
能
性

を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
学
や
教
員
の
教
育
や
指
導
の
し

過
ぎ
は
、
大
学
生
の
自
主
性
、
主
体
性
の
形
成
を
損
な
う
面
も

あ
る
。

四
　
学
生
文
化

の
大
学
差
、
個

人
差

現
在

（
二
〇

一
一
年
）
全
国
で
大
学
七
人
○
校

・
短
大
三
人

七
校
、
合
わ
せ
て

一
一
六
七
校
あ
り
、
そ
こ
に
在
籍
す
る
学
生

の
特
質
、
学
生
文
化
は
様

々
で
あ
る
。

大
学
の
伝
統
や
入
学
偏
差
値
に
規
定
さ
れ
、
大
学
に
は
大
き

く
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
各
大
学
の
学
生
文
化
は
違

っ
て
い

る
こ
と
を
我
々
は
調
査
か
ら
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

つ
ま
り
、

学
生
が
教
養
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
志
向

の

「伝
統
総
合
大
学
」
、

μ
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゛
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一学
‥生
が
就
職
●
資
格
志
向

一■

一＝
一
一
き

、
そ
し

，て
そ
の
中
間
‐の
「中
堅
大

学
」
で
あ
る
八
武
内
清
編
、

前
掲
書
）。
一．学
生
た
ち
は
、

ス
畔
ｔ
‐た
一そ
れ
ぞ
れ
の
大

・学
０

１‐
学―
生
力
■
，
静
響
を

受
け
「
ぞ
０
た
学‐
ヶ
学
生

ら
し
ぐ
社
会
化
さ
れ
・る
ｏ

一
し
か
し
　ヽ
一
方
で
ヽ
同

じ
大
学
に
も
多
様
な
学
生

が
存
在
す
る
。
図
５
は
、
地
か
計

‥
市‐
に
あ
る
本
好
模
な‐
私
立‥
大‘

学
で
も
、
学
生
の
特
質
が
」
か
‐‐―
こ
多
様
化
し
て
い
る
か
を
示
す

デ
ー
タ
で
あ
る
。
友
人
関
係
や
ア
ル
ぶ
イ
ト
の
比
重
に
大
き
な

差
が
な
い
も
の
の
、
勉
彊
に
比
‥重
〓
き
く
学
生
も
い
れ
ば
、
そ

う
で
な
い
学
生
も
い
る
。
そ
の
差
は
た
ま
い
。

宇
生
は
、
大
学
や
教
師
の
難
尊
■
■
一，
い
か
よ
テ
に
も
変
容

す
る
。
偏
差
値
上
位
の
大
学
に
通
●
て
●
て
は
目
立
た
な
か
つ

た
単
）生
が
、
下
位
の
大
学
Ｌ
か
一
以
誦
一̈
ら
目
を
い
彎
ら
れ
、

伸
び
る
場
合
が
あ
る
。　
　
●
■
■―

五
　
大
学
生
の
生
徒
化
の
意
味
す
る
も
の

一現
在
情
報
は
溢
流
「
せ
た
ど
の
分
野
で
ャ
科
学
、
技
術
、
学

問
０
進
歩
は
著
し
ぐ
、
自
己
‐滞
０
学
べ
る
時
住
で
は
な
い
。
大

‥‐学
■
■
・い
て
‐‐、
そ
つ
基
．
‥
礎‐
の
部
分
を
教
員
が
ち
学
ぶ
必
男
性
は

塙
〓
つ
て
い
一る
ｏ
そ
つ
億
束
で
、
今
の
学
生‐
ら
大
学
の
授
業

へ

の
填
面
目
な
取
り
組
み
‐ぼ
必
要
で
あ
り

‐
、
好
ｉ
し
い
こ
」
で
あ

ス
７
，
。

一■
一

‐
、
一
先
の
導
欄
性
や‥実
‐‐一
一

‐
を‥
〓
力
る
学
‥び
も
い
転
換
期

大
学
生
ら
し
い
高
魔
な
ど
び
で‐み
な
■
一　
．

図5 多様化する学生 〔成績差)
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116065 内山 沙緒里

要約

現在大学進学率は半数を超え、大学全入時代に突入しているといつても過言ではない。そのような社会の

中、大学生の生活及び価値観に変化は見られるのであろうか。著者の経験を基に大学生論を概観していく。

ほんの 30年前までは大学はレジャーランドといわれ、学生は大学生という社会に出るまでのモラトリア

ム期間を交友活動に勤しむなどして満喫していた。この時期の大学生は、過酷な受験競争に対する反動でこ

のような行動に至ったと考えている。その暮らしぶりは「武蔵太郎君の一日」にも如実に、かつユーモラス

に描かれている。しかしながら、現代の大学生はそのような独創性には気付くことなく、ただこの学生の不

真面目さを糾弾するに留まつている。そこから著者は「大学生の真面日化」を指摘している。その指摘を著

者は大学生の生活の重点アンケー トを以て裏付けたが、著者はさらにこの考えを発展させ、生徒の真面日化

に加え、大学の学校化・学生の生徒化を描き出した。また、大学が伝統総合大学 。新興大学 。中堅大学の三

極化しているとも述べ、その大学の実情に合わせて学生文化も形成されていくと分析している。その中でも

さらに学生は多様化を見せているわけであるが、そのような学生をどのように導いて行くかは大学教員の手

腕にかかつている場合もある。

しかし、そのような中で本当に大学が、もとい学生に求められていることは何か。著者は現代の情報化社

会・経済不況の現状を踏まえた上で、将来の就職に直結した実用性のある学問を効率よくこなしていく学び

方にも一定の理解を示している。その一方で、武蔵太郎君のように幅広い教養・造詣を深めるためには実用

性重視の学問だけではなく、普遍教育を探求していく「大学生らしい遊び」もこなしていくことが必要であ

ると私たち学生に説いている。

コメント

私はバブルが崩壊した直後の「失われた 10年」のまつただ中に生を受けたため、経済観念に関しては不

景気の世相が学ばせてくれたと考えている。一方、両親はオリンピック景気等に見舞われ、高度経済成長期

からバブルヘと、青春時代を好景気の中で過ごしてきた所謂「バブル世代」である。幼少期こそ両親は私に

確かな経済観念を身につけさせる為に金銭面では厳しくしてきたものの、最近では見る影もなく、浪費ぶり

を私が咎めることも珍しくなくなつた。時代がそうさせるのかと懐疑的になる時もあるが、金銭感覚のズレ

は就職など、将来の展望にも如実に現れる。しばしば言われることであるが、友人を始めとして我々大学生

がボランティア活動や課題にアルバイ トと、何足の草軽を履いているのかわからない様子を見ると、大人は

大抵の場合 「頑張るね一、私が君くらいの時はもつと遊んでたなぁ」などと声を掛けてくるのだ。しかし、

私たちのような不景気に加えて「ゆとり世代」という二重のハンデを背負う者たちにとつては日々がサバイ

バルレースであり、失敗は許されないという世界の中で生きているのである。従つて、大学へ進学すること

さえも既に就職を見越して行わないと下手をすれば食いつぱぐれるというある種の強迫観念で進学してい

る学生も少なからずいるのではないか。そういつたことを鑑みると、武蔵太郎君の生活を描いた独創性・ユ

ーモアセンスを含めた教養もロングスパンで考えると必要不可欠なことであると思うが、取りあえず手に(安

定した)職をつけるためにできるだけ効率よく、失敗することなく学ぶことを望まれた現代の大学生の人生プ

ラン設計に対する焦燥感や、ある種の強迫観念も私は首肯できる。だからといつて著者の言 う学問を希求す

る態度が必要ないとは思つていない。確かに学問に対する意欲的な姿勢も重要であるが、それにはまず就職

予備校と化してしまつた大学のあり方そのものの抜本的な見直し、それから「入るのは大変、卒業は簡単」

と言われる大学入試制度を変えるなどして、学習者の学習に対する自発的な動機付けがなされるような工夫

をこなしていくことも視野に入れていかなければ、学生の生徒化は加速していくのではないだろうかと思っ

た。

2.
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<要約>

現在、大学・短大の進学率が 56.8%(2011年)で、同年代の 6割近くが通うようになつている。現代

の大学は昔の大学生と比較して変化しているのかどうなのか考えていく。大学生に対するデータや著者

の体験から考えている。著者が教員になった 1970年代の末頃は、学生達はあまり授業に出席すること

はなく、サークル活動やコンパ、交友、合コンに明け暮れていた。しかし、当時は大学・短大進学率は

3割台(1980年 37.4%)で あり、大学に入学後は過酷な受験勉強の反動で、勉強ではなく遊びに明け暮

れてしまつていたという背景があつた。大学卒業後は猛烈サラリーマンとして働くことが宿命づけられ

ていた彼(女)ら は、受験と就職の谷間の 4年間を、人生の中の唯一の休息(モ ラトリアム)の時期として

楽しんでいた節がある。モラトリアムとは、社会的義務の遂行を猶予される期間ないしはそうした猶予

状態にとどまろうとする心理傾向のことである。この当時の学生生活をみた現代の学生は、「すごくだ

らしない生活で自分のためにならない。」や 「生活リズムが崩れている」などの意見がでた。これらの

意見から現代の学生像が見受けられる。現代の学生は真面日あり、授業にしっかり出席して、将来の就

職に備えている。またアルバイ トも生活の一部になっているようである。真面日化、大人の従順化して

いることは様々なデータに表れている。「豊かな人間関係」が減少して、「勉強第一」と答える学生が増

加している。学生の授業への満足度は年々高くなっている。それだけ、学生は教員従1贋に、またまじめ

になっている。今の大学全体への満足度も高くなつている。しかし、読書時間は減少し、自主性も減少

している。渡部真は、「伝統的大学」から「中学・高校」へ移行する「学校化」として捉え、「自由な時

間と時間」が少なくなり、「価値の多様化」、「学生の自発性」「強いモラトリアム性」が失われつつある

としている。学生は、大学や教師の指導如何でいかようにも変容する。現実を超越する理想への情景を

抱きつつ、自省し、普遍的な教養や学問を希求する態度の形成も、今の学生に求められている。それは、

生徒化とは逆方向の、大学生らしい高度な遊びである。

<コ メント>

著者の教員になった当時の学生はあまり学校の授業に出席をしていなかったが、その空いた時間に他

の趣味や遊びをすることによっていろいろな面白い能力を伸ばしていた。しかし、現代の学生は真面目

になっているのだが、このような体験がないため学校で習つたことしか知らないという現状がある。そ

れに加え、不経済によリアルバイ トに精を出す学生が大半である。旅行など学校以外の場へいく機会も

少ない。悟り世代と言われる例があるように、自分の将来のモデルや目標を達成することに必要最小限

のことのみすれば良いと考え、それ以外をしなくても良いと考えているのかなと感じます。しかし、こ

れらのような考え方や生活の変化は社会環境の変化なども理由だと考えるため、この考え方を変えよう

としても無理なことであると考えます。真面日で学校の授業にはしつかり出席するので、この能力を生

かしていくべきだと考えます。現代の学生必要になってくるのは自主性を伸ばすことにあると考えます。

変動の激しい社会になってきている現在、自主性が重要であり、何事にもぶち当たり適応していく必要

があると考えるからです


